
 
 
 
 
 
 
 

第 1456 回例会 18 年 8月 28 日(月) 
   海南商工会議所   12:30～ 

 

１．開会点鐘          会長 新垣  勝 
２．ロータリーソング      「四つのテスト」 
３．出席報告  

会員総数71名 出席者数50名 出席免除会員1名 

  出席率 71.43％ 前回修正出席率 81.43％ 

 

４．会長スピーチ        会長 新垣  勝 
みなさんこんにちは。先週

は前窪ガバナー補佐をお迎

えしてのクラブ協議会に、各

委員長さんご苦労様でした。

特に問題なく無事終了しま

した。来週は三軒ガバナーを

お迎えしての３Ｒ合同例会

です。まだまだ暑い日が続い

ていますが、皆様多数のご出

席をお願いします。開始時間が６時半になっています。

お間違えのない様に。 
 先日、台湾彰化東南ＲＣへの友好親善訪問の案内が

お手元に参ったと思います。林国際奉仕委員長さん頑

張ってくれていますので、多くの方々の参加をお願い

します。ついでですが、事務局よりファックスでの案

内が来ましたら、放置しないで出欠の報告をよろしく

お願いします。連絡があれば速やかに返事をするのが、

相手に対する思いやりであり、小さなことですが、こ

ういうことをきっちり実践することが今ロータリア

ンに求められていると思います。よろしくお願い申し

上げます。 
 地区からの連絡によりますと、今年度のＩＭでは、

事前会議か本会議のいずれかでＣＬＰをとりあげる

との連絡がありました。以前から申し上げております

が、私個人はＣＬＰに反対の立場をとっております。

ただ、地区内クラブの会員数を見た場合、１クラブ３

０名未満のクラブが３６もあり、地区総数の７６クラ

ブの半数に迫っており、もし適正なクラブの大きさが

１クラブ４０名以上であると仮定すると、２１クラブ

しかありません。従って、ＣＬＰは小さなクラブにと

ってメリットがあるという観点からすると、ＣＬＰを

採用するような圧力が強くなることが予想されます。

ただ、間違ってはいけないのは、単に委員会を減らす

だけであれば、ＣＬＰを採用しなくてもクラブ細則さ

え変更すれば今でも可能であります。大切なことはＣ

ＬＰを採用することのメリットとデメリットです。こ

れは単にクラブの利害というより、ロータリーの根幹

に係わることだと私は認識しております。いずれ、検

討願う機会があろうかと存じますが、できればそれま

でに基礎知識を仕入れて頂ければ幸いです。 
 今日で２ヵ月が経ちましたが、年度初めの既定の行

事が多くバタバタしています。もう少し時間の余裕が

できましたら、ロータリーとロータリアンに関してゆ

っくりお話し合いできたらと思っております。終わり

ます。 
 
５．幹事報告 
○メーキャップ 
和歌山ＲＣ 8月 22日    花畑 重靖君 

○例会臨時変更のお知らせ 
海南 RC     9月 6日（水）  9月 4日（月） 

18：30～海南市保健福祉センター 
ガバナー公式訪問 （海南 3クラブ合同例会） 

粉河ＲＣ     9月 6日（水）  9月 6日（水） 
19：30～21：30 華都飯店 

観月同伴例会（ダイワロイネットホテル和歌山３Ｆ） 
那智勝浦ＲＣ  9月 7日（木）  9月 7日（木） 
          18：15～ホテル なぎさや 
     ガバナー公式訪問（串本、那智勝浦ＲＣ合同例会） 
和歌山中ＲＣ  9月 15日（金）   9月 13日（水） 
           18：30～ルミエール華月殿 
     ガバナー公式訪問（和・東南ＲＣとの合同例会） 
和歌山西ＲＣ  9月 27日（水）  9月 26日（火） 
   12：30～ダイワロイネットホテル和歌山４Ｆ 
                ガバナー公式訪問 

 
○定例理事会開催 
 9月 11日（月）例会終了後  於商工会議所１Ｆ  
 

６．委員会報告 

○世界奉仕委員（2006～2007年度 2640地区） 
委嘱状伝達    寺下 卓君 
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７．会員卓話 
○職業奉仕委員長会議報告   口井 健司委員長 

７月 30 日、和歌山 JA ビル
の職業奉仕委員長会議に出

席いたしましたので報告し

ます。今年度の角谷委員長の

活動方針「職業奉仕とは何

か」を委員長に理解してもら

い、会員の皆様に説明できる

ような知識を持ってもらう。 
職業奉仕を理解するには三つの問題点がある。 
１、職業奉仕と社会奉仕をどのように区別するか？ 
・自分の職業を通して社会に奉仕する 
多くのロータリアンがこれを職業奉仕と思ってい

る。 
・受益者が誰であるかで区分できる 
受益者が自分以外の地域社会・人々 ⇒ 社会奉仕 
受益者が自分自身のとき ⇒ 職業奉仕 
・ある動物病院の例 
幼稚園、保育園の砂場の消毒の奉仕活動  
病院の評判が良くなる 
ここで、一つの例を挙げます。これは、伊丹 RCの
深川さんの通称「深川理論」と言われているものです。 
スイスの片田舎で、老婆が笊の中に羊の毛を入れて、

それを小川の流れに浸して洗っていました。そこへ神

父さんが通りかかりました。「お婆さん、貴女は、毎

週教会にきて私の話を聞いているから、さぞかし物知

りになっただろうね」「いや、神父さん、聞いてもす

ぐ忘れてしまいますから、何も覚えていませんよ」「ほ

う、それは困ったね」「でも、私はそれでいいと思い

ますよ。神父さん、この笊の中を見てください。笊の

中には、どんどん水が入ってきますが、すぐ笊の外へ

流れ去ります。しかし、笊の中の羊の毛はこんなに綺

麗になっているでしょ。私も神父さんの話を聞いては

忘れ、聞いては忘れますけど、それで私の心も少しは

綺麗になっていると思いますよ」と。 
 この話は何を意味するのか。聞いては忘れ、聞いて

は忘れながら、羊の毛ように、自分自身が磨かれてい

くということを意味してします。したがって、私達は、

忘れることを怖れることはありません。出来るだけ沢

山の人の話を聞き、沢山の本を読み、そして、聞いて

は忘れ、読んでも忘れます。ロータリーの話も聞いて

は忘れ、読んでも忘れます。しかし、何回も何回も、

聞き忘れ、読み忘れながら、次第に自分自身が磨かれ、

ロータリーが身についていくのであります。 
 そのためにロータリーは、毎週、例会に出て来いと

言うのであります。これが寄付団体であれば、毎週、

例会を開く必要はありません。毎週、例会で寄付をと

られたら、クラブは空中分解します。寄付団体であれ

ば、例会は月に一回でもよい、二ヶ月に一回でもよい、

例会に出席しなくても寄付さえしておればよいので

ありますが、ロータリーは、クリスチャンが毎週一回

教会に行って心を磨くように、必ず毎週一回の例会に

は出てこい、と言うのは何のためか？ 
 ロータリーは、最初に申し上げたように、倫理運動

であります。世のため人のために倫理を提唱していく

ためには、先ず、ロータリアン自身の心を磨かなけれ

ば、倫理を高めなければ、世の中に倫理を提唱するこ

とができないのであります。したがって、毎週、例会

に出席せよ、というのであります。そして、卓話を聞

き、良質な人達との接触を通じて色々なことを教わる。 
 そのことは忘れてもいい。しかし、その体験を積む

ことによって、初めてロータリーが身に付いていく。

知識だけではなく、そこに知恵が生まれてくるのであ

ります。実は、職業奉仕の原理もその知恵の一つであ

ります。したがって、職業奉仕の実践は、先ず例会出

席に始まるのであります。 
最後に皆さんロータリーは、倫理活動であることを

忘れないで下さい。 
 
○青少年・ライラ委員長会議報告  山田 耕造君 
８月５日、和歌山駅前 JA会館の青少年・ライフ委

員長会議に出席しました。三

軒ガバナーの挨拶にもあり

ましたが、ライフ活動といい

ますのは 14 才から 30 才ま
での若者を集めて、将来の社

会の指導者を養成するとい

うことを目的としておりま

す。以前、新生代委員長のと

きにも出席したことがありますが、2640 地区の中で
も、この委員会は若いし、とにかく熱心に取り組んで

くれております。何年かぶりに行ったのですが、以前

にもまして、熱心に取り組んでくれていると感じまし

た。特に本年度はガバナーの方針により、新世代部門

が社会奉仕部門より独立して、ひとつの部門となって

おります。三軒ガバナーの青少年に対する期待、ロー

タリアンが青少年を手助けしてより良い指導者を増

やし、将来のより良い社会作りに貢献したいという気

持ちが現れておろうかと思います。 
ライラ活動の中心的な活動としては来年 4月 28日
～30 日の 3 日間、泉南の府立青少年海洋センターで
実施するライラセミナーがあります。ライラセミナー

の運営は地区委員と今年は IM2 組の各クラブよりラ
イラキーマン 3 名ずつを選出して行うことになって
おります。近日中に選出して欲しいとのことでありま

した。小久保さん、中西さん、よろしく、お願いしま

す。ライラセミナーの参加者は地域から選出された青

少年、ロータリアンが推薦したもの、米山奨学生、青

少年交換学生、それからロータリアンとなっています。 
ライラセミナーで行う主なプログラムとしては、１は

コミュケーションプログラムがあります。これは研修

生を 14～30才までの年令の違うグループに分けます
ので、初めてあった者どうしが仲良くやっていくため

のものです。2は文化的プログラムです。今年は有田
地方の文化的なこと、歴史的なことを体験させると聞

いております。3は教養プログラムですが、自分とい
うものに気づき、また、自分を探すことに役立てたい

としております。ロータリアンが手を差しのべるので

なく、同じ立場で行動することにより、自ら気づかせ



るということを基本とするようなプログラムとのこ

とです。また、各クラブより最低 1名は研修生を出し
て欲しいということとともに、ロータリアンには担当

の委員会等だけでなく、多数の方に参加して欲しいと

ことでした。あと、「このままでよいのか現在の学校

教育」というテーマで討論会がありました。今の教師

はあかんとか。子供の教育の前に親を教育する必要が

あるとか。テレビ番組により悪影響を与えているとか。

また、戦前のような教育の必要性を言われた方もおら

れました。全体的には現在の学校教育のままでよいと

いう意見ではないようでした。海南東ＲＣとしては県

和商の職場体験を例にとり、関心のあることには一生

懸命取り組んでやっている。いかに関心をもたせてい

くかを考えることが大事でないかと言ってきました。

ライラセミナーの基本である、自分で気づかせるに通

じるのかなと思ったところです。 
 
○新入会員卓話          魚谷 幸司君 

最近、思うことは、現在

の教育システムでは子供

は成長しないのでは？競

わせること、叩き込むこと

も重要です。 
簡単な経歴と精神科医

としての歩みを中心にお

話します。私は、滋賀県大

津市の出身、優秀な子だっ

たが高校受験に失敗、遊びを覚えた高校生活。兵庫医

大入学後もクラブ（アメリカンフットボールクラブで

4年生のキャプテン時、下部リーグながらも優勝を経
験）、遊びが中心。さすが 6年生時は必死に勉強しま
した。精神科医を目指したのは、父親の影響、未知の

分野に興味を持っていたからです。病院勤務が始まり、

助教授に仕込まれて、実際に患者さんを診察するよう

になって「やらされる勉強」から「やる勉強」にかわ

りました。和歌山に来たのは、研修先の病院を決める

時にじゃんけんで負けたからです。周りの先生に恵ま

れ、和歌山に来たことを良かったと思っています。 
精神科医の仕事については、入院患者さん（統合失

調症の人が多い）を如何に社会に戻すかが中心です。

精神保健指定医の役割については、精神疾患のある患

者さんを強制的に入院させることのできる医者のこ

とです。平成 5年より篤志面接委員として少年院で犯
罪少年の面接をしています。家族の病理と感じること

が多く少年犯罪では凶悪化、低年齢化が大きな問題で

す。様々な要因（核家族化、飽食の時代、地域社会の

あり方、コンピューター社会での人間関係の希薄さ、

性情報の氾濫、等々）が考えられるが、あまりにも忍

耐力の欠如が目に付きます。母親にはもっと子供に関

心を持ってもらい、初期のサインを見逃さないように、

また、父親は威厳を強く持たなければいけないと思い

ます。大きな仕事として精神鑑定を 2例経験しました。
夫婦間で起こった殺人事件と放火事件です。心神喪失

状態にてどうしても責任追及できない症例もありま

す。大阪池田小学校で起きた事件の犯人は(情勢欠如

型)人格障害で、このような人間は「責任能力あり」
と判断されます。覚醒剤やシンナー等使用による精神

錯乱者はもっときつく罰せられるべきであります。 
開業は食っていけるか大いに心配（オーナーに家賃

の減額を頼めるわけでもなく）しました。ようやく、

何とか食べることができるようになりました。有り難

うございます。 
 

８．次回例会 
平成 18年 8月 4日（月）  18：30～ 
  於 海南市保健福祉センター 
    ガバナー公式訪問（３クラブ合同例会） 

 
９. 閉会点鐘 
 

 

 

岩井 克次君   初孫が出来ました。 
名手 広之君   三笑会会員の皆様、八月バス旅行

に全員参加を頂き、ありがとう。 
田中 丈士君   名手さん昨日は、お世話になりま

した。 
山名 正一君   昨日の三笑会楽しかったです。 

幹事の名手さん始め、皆様ありが

とうございました。 
宮田 貞三君   名手さん、中村雅行さん昨日は、

お世話になりました。 名手さん 
還付ありがとう。 

新垣 勝君    名手さんお世話になりました。    

山田 耕造君   青少年・ライラ会議の報告をさせ

て頂きます。  

 

 

 

 

 

 

パナマ・ローターアクト・クラブが 

地方の貧困を救う 
パナマのパナマ・ローターアクト・クラブは、経済

的に落ち込んだ 5 つの地域共同体において、収入を

もたらす活動を定着させることを狙いとしたかつて

ないほど大掛かりな人道的活動を開始しました。４ 

月最初の週末、クラブの会員は、自立可能な農場をつ

くるための建築資材を、ラス・フアカス、ルイサ、ロ

ス・バレス・デ・カニャサス、ロス・グアルモスの村

落へ届けるため、パナマ・シティーから山岳地帯を運

転していきました。その 2カ月後には、ラナス・アリ

ーバの住民にも建築資材が届けられました。また、ク

ラブは、 6 月の雨季開始時に種まきを行うための肥

料、種、道具などの供給品を届けました。種まきが終

われば、共同所有の各小農場によって、参加住民が自

分たちの食糧を栽培できるだけでなく、余剰に生産さ

れた食糧を売り、現金収入を得ることができるように



なります。生産品には、鶏、ウサギ、米、キュウリ、

トマト、ピーマン、ユッカ、トウモロコシ、カボチャ、

サヤインゲン、山芋、サツマイモなどがあります。 こ

の農作業支援活動は、同ローターアクト・クラブが毎

年行っている医療支援から派生したものです。数年間

にわたるパナマの農村部への医療訪問活動を経て、ロ

ーターアクターたちは、貧困の根源に取り組むことが

できたら、奉仕プロジェクトの影響力がさらに高まる

ことを認識したのです。飢餓救済に取り組む地元の非

営利団体「ヌトレ・オガル」からの助けを借りて、ク

ラブは、援助が最も必要とされている地域社会を見定

めました。ローターアクター 8 名、ロータリアン 2 

名、「ヌトレ・オガル」の専門家から成る委員会が、

作物や動物の選定から農場の開発・管理まで、プロジ

ェクトの各段階において住民を参加させ活動しまし

た。「このプロジェクトはまだ始まったばかりですが、

ある地域を訪れたとき経験した、心を打つ話をひとつ

紹介しましょう」と、パナマ・ローターアクト・クラ

ブのプロジェクト・コーディネーター、アルバロ・オ

ルテガ氏は言います。「これは地域社会のプロジェク

トですから、果樹園の土地も地域社会の人々から提供、

あるいは寄贈されたものでなければなりません。 

ある地域社会で、一人の老人が、自分の息子を栄養

失調で亡くし、二度とそのようなことが起こって欲し

くないという願いから、この社会奉仕プロジェクトの

ために自らが所有する土地の大部分を寄贈するのだ

と、私たちに伝えてくれたのです」 クラブは、オー

ストラリアの南パース・ローターアクト・クラブと手

を組み、またミル・ポイント・ロータリー・クラブと 

RI 第 9450 地区（オーストラリア西部）の協力を得

て、ロータリー財団から米貨 33,347 ドルのマッチン

グ・グラントを確保しました。「多くの人々に手を差

し伸べることができるだけでなく、希望と、何よりも

栄養を（恵まれない人々に）与えることができるので、

私のローターアクターとしての 5 年間の中でも、（こ

れは）最も美しいプロジェクトです」と、アルバロ氏

は語ります。「このような支援活動によって、貧しい

人々の生活は必ず良くなっていくでしょう」 

 

コンピューター・プロジェクトでベトナ

ムの中学生の学習を飛躍的に改善 

世界平和の構築には外国語を話す能力がカギとな

ると、第 1510 地区（フランス）の元ガバナー、イブ・

クトゥリエ氏は信じています。この信念に基づき、ク

トゥリエ氏と共に地区内 6 クラブのロータリアンが、

ベトナムのドン・ホイ中学校に、英語とフランス語を

教えるためのランゲージ・ラボを新しく設置しました。

Vietnam Aid to Children Association（ベトナム児

童援助協会）との協力の下、ロータリアンたちはラボ

に備えるコンピューター設備を選びました。ロータリ

ー財団の人道的補助金、米貨 4,150 ドルで、コンピュ

ーター・サーバー、コンピューター15 台、テーブル、

椅子、その他の家具の費用を賄うことができました。 

また、15 名の語学教師の研修費用も、この補助金か

ら提供されました。「このプロジェクトは地域全体に

良い影響をもたらしました」とクトゥリエ氏は述べま

す。「パリの大学で教えている講師 2 名がベトナムに

飛び、100 人の候補者の中から選ばれた地元の教師に

研修を行いました。次に教師の研修を行う際には、こ

のラボを使用できます」プロジェクトは 2003 年に完

了しましたが、クトゥリエ氏は、モニーク夫人ともう

一組のロータリアン夫妻と共に、ラボを視察し、語学

の授業を参観しました。それだけでなく、4人は、百

科事典、辞書、文法書を同校の図書室に寄贈しました。 

ランゲージ・ラボの運営は順調ですよ」とクトゥテリ

エ氏。「2004-05 学年度には、6学級の生徒 243 名が定

期的にラボを使用しています。また、ラボのコンピュ

ーターとサーバーの維持を担当する教師を、校長先 

生が任命しています」 

 

今年のロータリー 

国連の日は 11 月 4 日 
国際ロータリー（ＲＩ）の国連代表は、「2006 年ロ

ータリー・国連の日」（2006 Rotary－UN Day）を 11

月 4 日に決定した

と発表しました。ニ

ューヨークの国連

本部で行われる毎

年の記念行事は、ロ

ータリアンやその

友人、家族にとって、

人道的援助や国際

理解と平和の推進

における、国連とＲ

Ｉの相補的な役割

を学ぶ機会になっています。 

 今年は、ロータリーが取り組んでいる、飢餓、水、

保健、識字などの人道的な問題を扱うプレゼンテーシ

ョンやパネルディスカッション、各組織の代表者によ

る講演が行われます。また、インターアクト、青少年

交換学生のためのプログラムも準備されています。 

出席者は、国連本部ツアーのほか、ロータリー・国連

の日の祝賀として、ブロードウェーの観劇など、ニュ

ーヨークならではの多くの催しに参加することがで

きます。登録は 10 月 21 日まで。詳細は、下記のサイ

ト（英語）にあります。 

http://www.rotary.org/aboutrotary/other_orgs/ro

taryun.html 

IT・会報委員会 委員長 阪口洋一 副委員長 山畑弥生 委員 大江久夫 大谷 徹 魚谷幸司 吉田益巳 


